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第 1章

どの部品の機能が果たせなくなっても、製品の精度は確保されなくなる。

つまり、「設備保全」とは、その設備や機械に要求されている機能を果

たすために、すべての構成部品を健全に保つための活動であるといえる。

故障の展開図

設備・機械とは部品の集合体
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1 3 故障の原因「悪玉微欠陥」

　次に、部品の「欠陥」を詳しく見てみよう。欠陥とは、「意図した使

用条件に対する要求事項からのはずれ、不備な点」のことである。これ

が、故障を発生させる「要因」になる。要因という言葉を使ったのは、

欠陥には、まだ故障を引き起こさない状態のものもあるからだ。例え

ば、傷、摩耗、緩みなどが初期の状態で小さいうちは、故障というトラ

ブルを引き起こさない。また、欠陥には、設備や機械の部品が劣化して

発生する欠陥だけでなく、「油や粉、ゴミ、粉塵、原材料などの汚れ、

その堆積」なども含まれる。これらの欠陥も設備や機械の性能を低下さ

せ、故障やチョコ停、不良や災害のもととなる。欠陥は、故障だけでな

く品質不良や災害などを引き起こす「要因」でもあるということだ。

　欠陥を放置すると、成長し、あるいは、他の欠陥と組み合わさって

「不具合」となり、最後は故障を引き起こす。不具合とは、「状態・調子

が良くないこと」で、故障などの事象として顕在化する前の段階を呼ぶ。

　欠陥には、具体的にどんなものがあるか、故障の発生、および設備の

稼働状況から分類してみよう。

　①大欠陥：設備の稼働が不能になる故障を引き起こす。

　②中欠陥：設備は稼働できるが、設備の性能や機能を低下させる。

　③微欠陥：�これ以上細分化されない欠陥。単独では故障を引き起こさ

ないが、他の微欠陥と組み合わさることで故障を引き起こ

す。
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第 1章

　「ハインリッヒの法則」を知っているだろう。大欠陥とは、ハインリ

ッヒ則の最上位の「1 件」にあたる。中欠陥は「29 件」、小欠陥は

「300件」にあたる。実は、微欠陥とはその下の「予備軍」なのである。

欠陥の種類

大欠陥 機能停止型の故障を引き起こす。
単一原因に分類される欠陥が多い。

中欠陥 性能劣化型の故障（設備の運転は可能）を引き起こす。
複数の原因に分類される欠陥が多い。

微欠陥

⇒

⇒

⇒ 単独で故障などの発生を引き起こさない。
ある特定の欠陥の組み合わせが偶然成立した時、相乗効果
で故障発生。
⇒どんな小さな劣化、不具合でもすべて微欠陥とみなし、
ある確率で故障の原因となりうる、と考える。

欠陥とは⇒故障、品質低下などを発生させる設備の要因

ハインリッヒの法則と不具合撲滅へのアプローチ

大欠陥

中欠陥の放置

微欠陥の放置

重大災害
機能停止型故障
赤チン災害
チョコ停、慢性不良

ヒヤリ・ハット
汚れ、キズの放置

1

29

300

3,000～10,000


